
















（ 1 ）	 a ．	 健太 i が髪 i を染めている
	 b ．	 涼子 i が膝 i をすりむいている
（ 2 ）	 a ．	 健太 i が涼子に背中 i を蹴られた
	 b ．	 健太 i が涼子 j に髪i/jを切られた
（ 3 ）	 a ．	 健太 i がお腹 i を壊した
	 b ．	 涼子 i が背中 i を痛めた




所有関係のない（ 4 ）a と（ 4 ）b の異なりはより明確になるようである．
（ 4 ）	 a ．	 あ，見て，涼子がハンカチを染めているよ






句と対格句とに所有関係が認められる（ 1 ）a （および（ 4 ）b ）では，進行
相解釈とともに結果相解釈の場合が認められる．動詞の意味的な特徴から意図
的な行為を表しにくい「すりむく」のテイル文（ 1 ）b においてはむしろ，結
果相解釈のみが得られる．このことから，他動詞-テイル文の解釈について，
所有関係の有無は重要な意味を持っているということができる．
（ 2 ）a は所有受動文（持ち主の受身）の中でも，主格句と対格句とに分離
































（ 5 ）（ 6 ）のような場合については後の 3 節にて扱い，この節では（ 1 ）のよ
うなタイプのみを扱う．
（ 5 ）	 a ．	 涼子が胸に名札をつけている	 （主語とニ格句とに所有関係）
	 b ．	 健太が腕に包帯を巻いている
（ 6 ）	 a ．	 健太がスーツを着ている	 （所有関係にある名詞句なし）
	 b ．	 涼子がきれいな帯を締めている
さて，結果相解釈の他動詞-テイル文については，竹沢（1991）において以
下のような一般化が示されている．
（ 7 ）	 	 「ている」の結果相解釈は，主語が影響動詞の目的語を束縛し
ている場合に得られる（竹沢 1991:	69,（34））4






（ 8 ）	 a ．	 おもちゃがこわされている	 竹沢（1991:	60,（ 3 ）b ）
	 b ．	 ポスターがはがされている	 竹沢（1991:	60,（ 4 ）b ）
（ 9 ）	 a ．	 おもちゃがこわれている	 竹沢（1991:	61,（ 5 ））
	 b ．	 ポスターがはがれている	 竹沢（1991:	61,（ 6 ））
（10）	 a ．	 山田さんが足を痛めている	 竹沢（1991:	68,（30）a ）
	 b ．	 山田さんが髪を染めている	 竹沢（1991:	68,（30）c ）
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（11）	 a ．	 あれ，健太が髪を真っ赤に染めているよ	 	結果相解釈
	 b ．	 あれ，健太の髪が真っ赤に染まっているよ	 	結果相解釈
（12）	 a ．	 あれ，健太が弟を池に落としているよ	 *	結果相解釈
	 b ．	 あれ，健太の弟が池に落ちているよ	 	結果相解釈
（13）	 a ．	 あれ，健太が財布をトイレに落としているよ	 *	結果相解釈








（14）	 a ．	 あれ，健太が髪を真っ赤に染めているよ	 	結果相解釈
	 b ．	 あれ，健太i が自分i の髪を真っ赤に染めているよ	*	結果相解釈
	 c ．	 あれ，健太i が彼i の髪を真っ赤に染めているよ	 *	結果相解釈
（15）	 a ．	 あれ，涼子i が膝をすりむいているよ	 	結果相解釈
	 b ．	 あれ，涼子i が自分i の膝をすりむいているよ	 *	結果相解釈





（16）	 a ．	 山田さんが自分の髪を染めている	 竹沢（1991:	68,（31））





（17）	 a ．	 あれ，健太が髪を染めているよ	 	結果相解釈
	 b ．	 あれ，髪を健太が染めているよ	 *	結果相解釈
（18）	 a ．	 あれ，涼子が膝をすりむいているよ	 	結果相解釈
	 b ．	 あれ，膝を涼子がすりむいているよ	 *	結果相解釈
（19）	 a ．	 あれ，健太が腕を怪我しているよ	 	結果相解釈









（20）	 a ．	 お子さんがお腹を壊してる（んだって）	 	結果相解釈








（21）	 a ．	 ほら，健太が腕をぐるぐる回しているよ
	 b ．?	 ほら，腕を健太がぐるぐる回しているよ
（22）	 a ．	 あ，涼子が足をばたばたしているね









（23）	 a ．	 あれ，健太が自分自身の髪を真っ赤に染めているよ	*	結果相解釈





（24）	 a ．	 ［	PROi	テレビを見ながら	］j	健太i	は	tj	ご飯を食べている















（25）	 a ．	 ほら，（今度は）健太が自分の腕をぐるぐる回しているよ
	 b ．?	 ほら，（今度は）自分の腕を健太がぐるぐる回しているよ
（26）	 a ．	 あ，（今度は）涼子が自分の足をばたばたしているね





	 a .	 分離不可能所有関係に限定される






（28）	 a ．	 あれ，茶碗のふちが欠けている
	 b ． *	あれ，茶碗がふちを欠いている
（29）	 a ．	 あれ，新品のはずの消しゴムの角が丸まっている
	 b ． *	あれ，新品のはずの消しゴムが角を丸めている
（30）	 a ．	 うわ，レタスの根っこが腐っている
	 b ． *	うわ，レタスが根っこを腐らしている
























（32）	 a ．	 この彫刻は最初から両腕を欠いている
	 b ．（?）	三年前の地震のときにはもう，この彫刻は両腕を欠いていた
（33）	 a ．?	 両腕をこの彫刻は最初から欠いている











	 a ．	 有生の実体が所有者となる分離不可能所有関係に限定される
























（36）	 a ．	 （あれ，）健太i	が［		ti		髪］を染めている	 	結果相解釈
	 b ．	 ［	...	NPi	（所有者）...［VP	［NP		ti		N（所有物）］	V	］	...	］
（37）	 a ．	 （バスルームで）健太i	が［	PROi		髪］を染めている		進行相解釈





















（38）	 a ．	 健太i	が涼子に頭i	を殴られた
	 b ．	 涼子i	が友達にほっぺたi	をつつかれた
（39）	 a ．	 小学生i	がその通り魔に顔i	を切られた








	 	 	 直接受動文	 間接受動文
	 	 	 付加詞	 文法項
	 	 義務的要素	 OK	 OK









（41）	 a ．	 太郎i が花子j に自分i/jの部屋で首を吊られた
	 b ．	 太郎i が花子j に一晩中自分i/jの部屋で騒がれた
田中（2002:	213,（33））
（42）	 a ．	 太郎i が医者j に自分i/*jの部屋で診察された











（44）	 a ．	 太郎がおばあさんに育てられた	 田中（2002;	217,（40））
	 b ．	#	太郎が育てられた






（45）	 a ．	 健太i が涼子j に自分i/*jの部屋で頭を殴られた
	 b ．	 健太i がその男j に自分i/*jの部屋で顔を切られた
（46）	 a ．	 健太が酔った男にお尻を触られた
	 b ．	#	健太がお尻を触られた














（47）	 a ．	 健太i が涼子j に髪i/jを切られた
	 b ．	 木村先生i が学生j にお腹*i/jを壊された
（48）	 a ．	 健太i が涼子j に頭i/??jを叩かれた












（49）	 a ．	 木村先生はその事故で教え子に 3 人死なれた








（50）	 a ．	 健太が涼子に太鼓を叩かれた
	 b ．	 涼子が友達にアニメの歌を歌われた
（51）	 a ．＃	昨日の授業中，木村先生は学生　に 3 人髪		を触られて機嫌が悪
かった






























	 a .	 有生の実体が所有者となる分離不可能所有関係に限定される
	 b ．	 所有物句内に所有者句の移動の痕跡が存在する



































（54）	 a ．	 あれ，健太が髪を真っ赤に染めているよ	 	結果相解釈	（11）再掲
	 b ．	 あれ，健太の髪が真っ赤に染まっているよ	 	結果相解釈
（55）	 a ．	 あれ，健太が弟を池に落としているよ	*	結果相解釈	（12）再掲
	 b ．	 あれ，健太の弟が池に落ちているよ	 	結果相解釈
（56）	 a ．	 あれ，健太が財布をトイレに落としているよ	*	結果相解釈	（13）再掲





（57）	 a ．*	 安全のため，鉄板が教員たちによって角を{削られた/丸められた}
	 b ．	 安全のため，鉄板の角が教員たちによって{削られた/丸められた}
（58）	 a ．*	 涼子は愛用の茶碗に縁を{欠かれた/割られた}















（59）	 a 	 健太が酔った男にお尻を触られた	 		 （46）再掲
	 b ．#	健太がお尻を触られた
	 c ．	 健太が電車でお尻を触られた
（60）	 a ．	 健太が酔った男に弟を殴られた
	 b ．#	健太が弟を殴られた







（61）	 a ．	 被害者 1 はその男 2 にパジャマ姿 1/*2 で背中をメッタ刺しにされた
	 b ．	 その男 1 は被害者の背中をパジャマ姿 1 でメッタ差しにした
（62）	 a ．	 鈴木氏 1 はその男 2 にパジャマ姿*1/2 で弟をメッタ刺しにされた
	 b ．	 その男 1 はパジャマ姿 1 で鈴木氏の弟をメッタ刺しにした
（63）	 a ．	 健太 1 は涼子 2 にパジャマ姿*1/2 で延々と段ボールを刻まれた





















































2 節での検討を踏まえ，本稿 1 節の観察の成果（53）を以下のように整理し
最終版とする．
（65）	 分離不可能所有の所有者上昇における所有関係（最終版）
	 a .	 有生の所有者と無生の所有物からなる分離不可能所有関係に限
定される
	 b ．	 所有物句内に所有者句の移動の痕跡が存在する











（66）	 a ．	 ［vP	＿＿＿	［［VP	［NP		［有生所有者NP］		無生所有物N	］	V	］	v	］］












（67）	 a ．	 健太iがお腹iを壊した	 		 	（3）再掲










（69）	 a ．	 健太iがお腹i/kをなでた


































（71）	 a ．	 健太が涼子に叱られた
	 b ．	 家屋が濁流に押し流された　　	（金水（1991）の例文を修正）












（72）	 a ．	 日本語では，無標の文においても動詞外項の削除が起こる
















（73）	 a ．	 山田さんがセーターを着ている	 竹沢（1991:	69,（35））
	 b ．	 山田さんが帽子をかぶっている
	 c ．	 山田さんが手袋をはめている
これらは竹沢（1991）で示されているように，主格句と分離不可能所有関
係を構成するニ格句が想定できるものである．
（74）	 a ．?	 山田さんが（自分の冷え切った）からだにセーターを着た
	 b ．	 山田さんがはげ頭に帽子をかぶった







（75）	 a ．	 見て，涼子が胸に名札をつけているよ
	 b ．	 あれ，健太が腕に包帯を巻いているよ








（76）	 a ．	 見て，涼子が自分の胸に名札をつけているよ	 *	結果相解釈
	 b ．	 あれ，健太が自分の腕に包帯を巻いているよ	 *	結果相解釈
	 c ．	 あれ，涼子が自分の腕にタトゥーを入れているよ	*	結果相解釈
（77）	 a ．	 見て，涼子が妹に名札をつけているよ	 *	結果相解釈
	 b ．	 あれ，健太が弟に包帯を巻いているよ	 *	結果相解釈
	 c ．	 あれ，涼子が妹にタトゥーを入れているよ	 *	結果相解釈
さらに（78）（79）各 a が示すように，場所句からの所有者上昇構文は，無
生所有者句では成立しない．
（78）	 a ．*	 あれ，窓ガラスが表面に黒い汚れをつけているよ
	 b ．	 あれ，窓ガラスの表面に黒い汚れがついているよ
（79）	 a ．*	 見て，ハンマーがグリップに滑り止めのテープを巻いているよ



















（81）	 a ．	 あれ，涼子が指に 3 本絆創膏を貼っているよ
	 b ．#	あれ，涼子が鉛筆に 3 本シールを貼っているよ
（82）	 a ．	 あれ，ザリガニさんが脚に 4 本包帯を巻いているよ














（83）	 a ．	 あれ，健太が指から絆創膏をはがしているよ	 *	結果相解釈





（84）	 a ．	 ホクトは好きな女の子に２人花束を贈った	 affected	goal

























（86）	 a ．	 あれ，健太がスーツを着ているよ
	 b ．	 ほら，涼子がスカートをはいているよ


























（90）	 a ．	 池の氷が{割れている/融けている}
	 b ．#	池で氷が{割れている/融けている}










（92）	 a ．	 家の前{に/*で}病院がある
	 b ．	 家の前{*に/で}集会がある
この 3.2 節で扱う場所主語構文の場合は以下のようになる．




（94）	 a ．	 ケースの中の（盆栽の）梅が薄紅色のつぼみをつけている（こ
とに涼子はようやく気がついた）



















（95）	 a ．	 あれ，健太がジャケットを脱いでいるよ

































（97）	 a ．	 涼子が倒れた
	 b ．	 マイクスタンドが倒れた
（98）	 a ．	 涼子が倒れている











	 a .	 女性が 3 人ばたりと倒れた
	 b ．??	女性がばたりと 3 人倒れた
（100）	（近所でガスボンベが爆発した，その衝撃で）
	 a .	 雨戸が 3 枚がたんと外れた
	 b ．	 雨戸ががたんと 3 枚外れた
（101）	 a ．	 あれ，（あんな所に）女性が倒れている








（102）	 a ．	 追いかけっこをしてふざけていた小学生が 3 人お堀に落ちたそ
うです
	 b ．??	追いかけっこをしてふざけていた小学生がお堀に 3 人落ちたそ
うです
（103）	 a ．	 転んで手からこぼれたビー玉が 3 つ側溝に落ちたそうです
	 b ．	 転んで手からこぼれたビー玉が側溝に 3 つ落ちたそうです
（104）	 a ．	 小学生がお堀に落ちている






































（105）	 a ．	 ［vP	［有生内項NP		3 人］i	［［VP		ti		V	］	v	］］











（106）	 a ．	 有生名詞句移動が分離不可能所有の所有者上昇を構成する場
合，所有物句の範疇は名詞句（NP）に限定されている
	 b ．	 有生名詞句移動は所有者句だけでなく有生の項一般に適用される















（107）	 a ．	 有生名詞句移動の環境：動詞外項が項として文内に存在しない
こと
	 b ．	 有生名詞句移動の着地点：v の指定部
	 c ．	 有生名詞句移動の適用対象：有生の項名詞句（動詞の有生内
項，分離不可能所有の（有生）所有者，および受影の読みのあ
る有生場所NPを含む）






















































































ⅰ　 a ．健太 1 がその男 2 にパジャマ姿 1/*2 で背中を刺された
b ．健太 1 がその男 2 にパジャマ姿 1/2 でお尻を触られた
12　遊離数量詞には単一事象解釈だけでなく，多回的事象解釈や部分量の解釈等



























































ⅱ　 a ．	 あれ，ザリガニさんが脚に 4 本包帯を巻いているよ









ⅰ　 a ．健太が女の子に 3 人釣ってきた魚をあげた
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